
 

 

 高知市では、つながりのある地域づくりを目指して、まちづくりに関する情報や地域の取り組みの様子をお届
けするとともに、市民の皆さんと一緒に協働のまちづくりを考えていくために、この広報紙を発行しています。 
 まちづくりにちょっと役立つ情報も掲載していますので、ぜひご覧ください。 
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           Vol.22 

  市民憲章よさこい踊り子隊が魅せちゃらあ！ 

高知市民憲章推進協議会では、よさこい祭りへ気軽に参加して楽しんでいただけるよ
う、当日の飛び入り参加が可能なチームとして、昭和50年から「市民憲章よさこい踊り子
隊」を編成しています。 

本年は４年ぶりの通常開催となり、県内外から多くの方々にご参加いただきました。 

参加者は、8月10日（木）、11日（金・祝）の２日間で約1,000名が参加し、小さなお子
様から80代の方までと幅広く、たくさんの笑顔であふれていました。また、帯屋町演舞
場や中央公園競演場では、観客の皆様も次々と飛び入りで踊っていただき、大変盛り
上がりました！ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。  

老若男女、国籍を問わず、誰もが楽しく踊れる振り付けと、迫力のある生バンドの演奏
を楽しんでいただきたく、来年も「市民憲章よさこい踊り子隊」へのご参加をお待ちして
おります！ 

市民憲章とは… 

昭和42年、当時の社団法人高知青年会議所を中心に提唱されたまちづくりの基本的な規律や目標を定め、互いに協
力し努力していこうという運動のことです。この運動は、市民の共感と賛同を呼び、昭和44年に「高知市民憲章」が
制定されました。 
 自然と文化が調和する安心安全のまちをめざした5つの憲章文に基づき、様々な活動を行っています。これらの事
業は、町内会をはじめとする個人・企業の皆様からの賛助金及びに協力金によって成り立っています。 
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地域のお祭り特集 
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第42回潮江南夏まつり  

第37回ふるさと小高坂まつり  

第29回みかづきまつり  

第26回筆山ふるさとまつり  

第37回一宮東ふれあい夏祭り  

第22回久重里山まつり  

十津夏祭り  

第20回一ツ橋まつり  

第20回 

新町ふれあいまつり  
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第19回浦戸の夏祭り  

第36回五台山ふるさと夏まつり 

第30回布師田納涼祭 

第９回おおつ祭り 第24回サマーフェスティバル 

             in YOKOHAMA 

第40回あさひ納涼祭 
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8/19 

8/19 

8/19 

8/20 8/26 

秦まつり 8/26 朝倉子ども秋まつり 9/2 

     
 



 まちづくり“一緒にやろうや！”通信 （発行：令和5年10月） 
高知市市民協働部 地域コミュニティ推進課 
〒780-8571 高知市鷹匠町2丁目1-43 たかじょう庁舎2階 
ＴＥＬ： 088-823-9080 ＦＡＸ ：088-824-9794 
E-Mail ：kc-102000@city.kochi.lg.jp  
HPアドレス ： https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/21/ 

←携帯・スマートフォンからは、 
 こちらの二次元コードをご利用 
 いただくとスムーズにアクセス 
 いただけます。 

高知市まちづくり未来塾 第９回全体交流会を開催しました！  
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からのお知らせ 

   企業や事業者と地域・住民ニーズのマッチング事例

 よさこい祭りの会場でJT（日本たばこ産業㈱高知支社）が主体となり、高知市と協働で清掃活動を実施しまし
た！この取り組みは、JTが「ひろえば街が好きになる運動」として「“ひろう”という体験を通じて、“すてない”
気持ちを育てたい」という想いから生まれた清掃活動です。今回は市と協働で、市の第4次一般廃棄物処理基本
計画の活動の1つとして、ごみの分別の徹底など、環境問題への意識醸成に力を入れて取り組みました。 

 この計画のスローガンである「３R推進こうち43COIプラン」には、「ごみに関する取組」を明るく前向きに
推進する思いが込められていると伺いました。今回の活動で、参加者が前向きに感じられるきっかけづくりに
なったと感じています。 

久重地域連携協議会さんとワークショップを開催しました！ 

 ７月のまちづくり未来塾定例会では、久重地域連携協議会から３名の方にご出席いただき、久重地域連携協議
会の取り組みについて説明していただいた後、ワークショップを開催しました。 
 同協議会は、「豊かな里山 次代へつなげ！」をスローガンに、ホタルの里山づくりや有用植物の活用、地域
の人が集まる公園の建設など、様々な活動を行っており、特にまちづくり活動に参加する子どもたちの積極的な
活動は素晴らしいものでした。 
 詳しくは、久重地域連携協議会ホームページ (kyuujuu-satoyama.com)をご覧ください。 
 同協議会は、移動手段の問題や水道施設未整備による飲料水確保の問題など、中山間地域ならではの課題を抱
えながらも、住民みんなが久重地域が大好きで久重地域に住み続けたいと思っていることや、まちづくりを心の
底から楽しんでいることが３名の発表者から伝わり、 
羨ましくもあり、本来のまちづくりの形はこうある 
べきだと再認識させられました。 
 ワークショップでは、事例発表内容をさらに詳しく 
聞き、意見交換を行いました。 
 未来塾からは、久重地域から未来塾にメンバー 
としての参加や様々な行事への出店を提案しました。 

ＪＴ（日本たばこ産業(株)高知支社） 

高知市新エネルギー・環境政策課 

踊り子・観客を巻き込んだ 
市民参加型の清掃活動 

    


